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本社，工場   〒529-1206  滋賀県愛知郡愛荘町蚊野 215 

TEL  0749‐37‐3664     FAX  0749‐37‐3515 

  東京営業所   〒101-0023  東京都千代田区神田松永町三友ビル６Ｆ 

TEL  03‐3258‐3731     FAX  03‐3258‐3974 

ｍａｉｌ：ｓｅｌｌ－ｉｎｆｏ＠ｓｏｕｋｏｕ．ｃｏ．ｊｐ （営業） 

ｍａｉｌ：ｔｅｃ－ｉｎｆｏ＠ｓｏｕｋｏｕ．ｃｏ．ｊｐ  （技術） 
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仕様 

   電源  ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

   出力  ０～１１ｋＶ ７５ｍＡ ８２５ＶＡ 

   出力電圧計  １５ｋＶ ０．５級 ミラー付き 

可動コイル型 真の実効値換算方式 

   ２次電流計 １０／５０／１００／２５０／５００ｍＡ 

０．５級 ミラー付き 可動コイル型 真の実効値換算方式 

   １次電流計 ２．５／５／１０Ａ 

０．５級 ミラー付き 可動コイル型 真の実効値換算方式  

   タイマ  ０．１ｓ～９９９０ｈ（マルチタイマ） 

   過電流動作 約８２ｍＡ 

   外形寸法  ５８０（Ｄ）×３３０（Ｗ）×３６０（Ｈ） 

   重量  約＊＊ｋｇ 

   外形図  Ａ３９４７７ 

   パネル図  Ａ３９５８９ 

   回路図  Ａ３９３１６ 

付属品 

   取扱説明書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １部 

   高圧印加コード（７Ｃ－２Ｖ ５ｍ）・・・・・・・・・・・１本 

   接地コード（２ｓｑ×単芯 ５ｍ）・・・・・・・・・・・・１本 

   電源コード（２ｓｑ×２芯 ５ｍ）・・・・・・・・・・・・１本 

   リアクトルコード（２ｓｑ×２芯 ５ｍ）・・・・・・・・・１本 

   外部メータコード（２ｓｑ×２芯 １ｍ）・・・・・・・・・２本 
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各部名称 

 
１． 高圧出力端子 

 本装置の出力端子で０V～１１ｋVまで発生します。 

 ２． 出力電流計 

    トランスの１次電流または各２次電流を指示します． 

３． 出力電圧計 

    出力電圧を指示します． 

４． 電源コネクタ 

    電源入力のコネクタでＡＣ１００Ｖを入力します． 

 ５． リアクトルコネクタ 

    高圧リアクトルの電流測定用コネクタです． 

６． 電源ランプ 

   電源供給の確認ランプです． 

７． 電源スイッチ 

   本装置のメインスイッチです． 

８． 出力電圧調整ツマミ 

    ツマミを回す事で電圧を調整します． 

９． タイマスイッチ 

   時間測定用のタイマ開始スイッチです． 

１０． タイマ 

   印加時間を設定します。 

１１． ２次電流計切替スイッチ 



 ３ 

    電流レンジの切替スイッチです． 

１２．電流計切替スイッチ 

   １次電流と２次電流の測定要素及び、電流レンジ切替スイッチです． 

１３．試験ＯＦＦスイッチ 

    試験解除スイッチです． 

 １４．試験ＯＮスイッチ 

    試験開始スイッチです．押すと試験状態になり，高圧発生します． 

１５．試験ランプ 

   試験状態の確認ランプです。   

１６．接地端子 

本装置の保安用接地端子です．Ａ種程度の接地極に接続して下さい． 
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操作方法 

 １．電源スイッチを“切”，電圧調整ツマミを“Ｏ”にして下さい． 

 ２．以下の図のように接続して下さい． 

 

３．電源コードを接続し，動作電源（ＡＣ１００Ｖ）を供給して下さい． 

４．印加時間のタイマを設定して下さい． 

５．測定したい電流レンジに設定して下さい．（一次又は二次） 

６．電源スイッチを“入”にして下さい．（電源ランプ点灯） 

７．試験ＯＮスイッチを押して下さい（試験ランプ点灯） 

８．電圧調整ツマミを回し，試験電圧まで上昇させて下さい． 

９．タイマスイッチを押して下さい． 

１１．試験が終わりましたら電圧調整ツマミを“０”に戻し，試験ＯＦＦスイッチを押

して下さい． 

１２．電源スイッチを“切”にして下さい． 

※リアクトルをご使用になられる場合は、下図の結線図を参考にして下さい． 
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外形図 

     


